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が不十分である点が指摘された。また今回実験で扱った素材の妥当性についても今後の検討課題として考え
る必要がある。 
申請者は、修士課程から同様のテーマで論文執筆をおこなってきたが、申請者の母国語ではない日本語で
の論文作成は多大な労力が必要であった。文中にはいくつかの誤字や誤表現が見られるため、最終提出での
修正が必要である。しかしながら、視覚と聴覚の相互作用に関する研究は、まだそれほど多くの研究成果が
出ていない中で、本論文は、近年映画やゲームなどで脚光を浴びている3D映像を用いたメディアにおいて、
映像と音響が作品の印象に与える影響を考える上でのひとつの参考となる事が期待できる。またここで提案
されたモデル式は、今回おこなわれた一定の条件において成り立つものであり、より一般的な条件への活用
のためには、更なる検証が必要であるものの、今後実際の撮影現場などで活用される可能性を拓いた点は評
価に値する。 
以上を考慮して、本論文を博士の学位を授与するにふさわしい成果と認め、審査員全員一致で合格とする。 
